
 

ＪＡ・連合会が一体となり、地域農業や担い手と一

緒に課題を解決していく手段として、近年「ＴＡＣ=

担い手訪問活動」への注目度が高まっている。ＪＡ全

農かながわでは、２月 12日、ＪＡグループ神奈川ビル

（横浜市）で、本県初の「ＴＡＣ･担い手担当者パワー

アップ大会」を開催した。県下のＴＡＣ･担い手担当者

が、互いに優良事例情報を共有しながら相互に研讃し、

担い手の要望に対する課題解決能力を高め、レベルア

ップを目指そうという目的で開催した本大会には、県

下 12ＪＡのＴＡＣや営農指導担当、中央会や全農など

関係職員ら 63名が参加した。 

開会にあたり、ＪＡ全農かながわ根倉修副本部長は「担い手所得の向上の実現に向け、これまで以上

に営農指導やＴＡＣ活動の強化に取り組んでいく。県版の営農経済改革プランでは、担い手訪問活動は

柱のひとつであり、皆さんに大きな期待がかかっている」と激励した。 

本県のＴＡＣ活動は、平成 22年度にＪＡよこすか葉山での取り組み開始以降、５年経過した現在で

は８ＪＡが導入済みで、内６ＪＡで「ＴＡＣシステム」を利用し訪問記録を活用している。その他に５

ＪＡが、ＴＡＣという呼称は使用していないが「出向く担い手対応」に取り組んでいる。 

県下９ＪＡのＴＡＣ・担い手担当者による事例発表では、ＪＡ直売所や量販店で求められる商品情報

に基づき、新たな生産・出荷形態を提案する「生販マッチング」

や、部署間・部門間で連携して担い手の要望に応えていく体制

づくりなどの成果が報告された。 

ＪＡ全農ＴＡＣ推進課の岡田修平氏は講評の中で「ＴＡＣ活

動を通し、販売力の強化、部門間連携に向けた取り組みや、担

い手のために何ができるのか自問自答し研鑽する努力が見ら

れた。現在、全農では『プロダクトアウトからマーケットイン

への転換』を視野に事業展開しており、ＴＡＣ活動にも積極的

に取り入れ、生産者所得の向上につなげて欲しい」と話した。 

大会を通じ、優良事例や課題の共有ができたほか、地域農業の発展にＴＡＣが担う役割の幅広さや可

能性が浮き彫りになった。また、専任制と兼任制、一部署集中型と各支所分散型などのＴＡＣ・営農相

談体制の違い、訪問数目標や訪問記録の活用方法など、ＪＡごとの違いや課題も鮮明になった。 

ＴＡＣ活動を活性化させるためには、専任制の導入や、ＴＡＣ活動に対する経営層や管理層のサポー

ト、ＪＡ全体でＴＡＣ活動に取り組む職場風土などが求められる。ＪＡ全農かながわでは、次期３か年

計画の中で、ＪＡにおける担い手への定期訪問体勢の構築や、ＴＡＣシステムの活用支援、担い手が必

要とする情報データの提供、各種会議や研修会の開催などに、中央会等と連携し実施していく方針を打

ち出している。各ＪＡ間でＴＡＣ情報を共有し連携することで、より多くの農業の課題改善や担い手の

経営向上につながる事が期待される。 

大会を記念し、ＪＡ横浜の矢沢定則常務が「ハマッ子の覗たもの」と題し、都市の中での地域農業振

興の取り組みについて講演した。 

「担い手訪問活動は、県版営農経済改革プランの

柱のひとつ」と、ＪＡ全農かながわ根倉副本部長

がＴＡＣ・担い手担当を激励した 

 

９ＪＡのＴＡＣ・担い手担当者が事例発表

し、情報を共有した 


